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は
じ
め
に

　
『
な
よ
竹
物
語
』
は
十
三
世
紀
末
以
降
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
物
語
で
、

別
名
『
鳴
門
中
将
物
語
』
と
も
言
わ
れ
る
。
本
稿
は
、絵
巻
物
の
形
態
を
持
つ
『
な

よ
竹
物
語
』
諸
本
の
書
誌
情
報
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。（
注
１
）

　 

　
一
、『
な
よ
竹
物
語
』
諸
本
一
覧

　

絵
巻
物
形
態
の
『
な
よ
竹
物
語
』
は
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
い

づ
れ
の
と
し
の
春
と
か
や
、
や
よ
ひ
の
花
ざ
か
り
」
と
い
う
詞
書
で
始
ま
る
金
刀

比
羅
宮
蔵
本
系
統
と
、
冒
頭
部
分
に
後
嵯
峨
天
皇
略
伝
及
び
即
位
時
の
政
治
的
確

執
を
記
し
た
絵
と
詞
書
を
持
つ
曇
華
院
蔵
本
系
統
で
あ
る
。

　

諸
本
十
本
を
二
系
統
に
分
け
、
以
下
に
記
す
。

 

・
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
系
統

①
金
刀
比
羅
宮
蔵
『
な
よ
竹
物
語
』（『
絵
草
紙　

な
よ
竹
く
れ
竹
』）

②
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
奈
与
竹
物
語
』

③
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
弱
竹
物
語
』

④
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
〔
な
よ
竹
物
語
絵
巻
〕

⑤
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
絵
草
紙　

或
な
よ
竹
又
く
れ
竹
』

 

・
曇
華
院
蔵
本
系
統

⑥
曇
華
院
蔵
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）『
な
よ
竹
物
語
』

⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鳴
門
少
将
物
語
』

⑧
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
〔
な
よ
竹
物
語
絵
巻
〕

⑨
個
人
蔵
『
な
よ
竹
物
語
』

⑩
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
那
與
竹
物
語
』

　
　
　
二
、
諸
本
の
書
誌
情
報

　

は
じ
め
に
、
諸
本
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

①
金
刀
比
羅
宮
蔵
『
な
よ
竹
物
語
』（『
絵
草
紙　

な
よ
竹
く
れ
竹
』）（
注
２
）

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
一
・
四
糎
、
横
一
三
一
七
・
四
糎

　
　
［
紙
数
］
四
十
二
紙　
　
　
［
挿
絵
］
九
図　

　
　
［
奥
書
］
な
し

五
七

（
比
較
文
化
学
専
攻
）　　

横　

山　

恵　

理

『
な
よ
竹
物
語
』
絵
巻
の
諸
本
に
つ
い
て
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［
書
写
年
代
］
十
四
世
紀
半
頃
の
写
か
。

②
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
奈
与
竹
物
語
』（
注
３
）

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
奥
書
］弱

竹
物
語
一

　

者
正
二
位
大
納
言
為
家
卿
所
併
書
、
而
蔵
人
画
所
預
正

五
位
上
行
主
殿
頭
藤
原
隆
能
之
画
也
。
後
深
草
天
皇
所
寄
附
讃
州
綾（
マ

マ
・
筆
者
注
）
松
山
白
峯
寺
、
崇
徳
天
皇
陵
廟
中
而
為
廟
中
上
第
之
奇
宝

也
。
隆
能
、
乃
土
佐
氏
之
祖
、
而
正
二
位
中
納
言
清
隆
之
仲
子
以
春
日

為
家
称
、
而
妙
画
通
霊
矣
。
余
與
白
峯
寺
主
有
知
己
之
遇
。
竊
乞
借
摹

写
之
。
蔵
中
衍
中
、
以
比
禁
方
、
資
宮
殿
服
色
之
制
、
以
為
他
日
後
素

之
具
也
。
為
余
之
後
者
、
莫
出
梱
外
矣
。
莫
写
以
示
人
矣
。

寛
政
十
有
二
年
庚
申
三
月　

法
橋
豊
泉
源
孝
之

古
土
佐
筆

此
本
写
松
平
越
中
守
殿
よ
り
来
ル

　
　
　

文
化
九
壬
申
年
正
月
廿
二
日
写
養
信

　
　
［
書
写
年
代
］
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年

　
　
［
備
考
］
狩
野
養
信
摸
写
。

③
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
弱
竹
物
語
』（
注
４
）

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
一
・
〇
糎

　
　
［
外
題
］
弱
竹
物
語

　
　
［
内
題
］
弱
竹
物
語　

ク
四
ノ
十
一

　
　
［
奥
書
］
書　
写　

正
恭　
　
　

画　
摹　

文
膺

　
　
［
書
写
年
代
］
江
戸
時
代
後
期
の
写
か
。

④
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
〔
な
よ
竹
物
語
絵
巻
〕

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
二
八
・
〇
糎
、
横
五
七
八
・
五
糎

　
　
［
表
紙
］
本
文
共
紙

　
　
［
外
題
］
な
し

　
　
［
内
題
］
な
し

　
　
［
紙
数
］
八
紙　
　
　
［
料
紙
］
斐
紙

　
　
［
字
高
］
約
二
〇
糎

　
　
［
奥
書
］
識
語
「
以
上
本
人
の
終
り
に
約
一
尺
二
三
寸
余
白
あ
り
て
軸
を
附

す
軸
ハ
直
径
約
六
分
五
六
厘
と
お
ほ
し
く
八
角
形
の
黒
色
の
も
の
な
り
そ

の
質
ハ
不
明　

巻
物
堅
幅
ハ
約
一
尺
三
寸
位
と
覚
ゆ
」（
第
七
紙
）・「
右
ハ

讃
州
金
刀
比
羅
宮
秘
蔵
（
国
宝
）
な
よ
竹
物
語
絵
巻
物
の
詞
書
な
り
東
京

美
術
館
名
宝
展
覧
会
に
出
品
の
節
そ
の
絵
詞
の
み
を
写
し
た
る
も
の
也
」

（
第
八
紙
）

　
　
［
書
写
年
代
］
近
代

　
　
［
備
考
］
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
の
詞
書
の
み
の
書
写
。
絵
は
存
在
せ
ず
。
た

だ
し
、
絵
が
描
か
れ
て
い
た
八
箇
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
内
容
を
簡
潔

に
説
明
し
た
文
章
を
朱
筆
で
加
え
る
。

⑤
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
絵
草
紙
』

　
　
［
形
態
］
袋
綴
、
一
冊

　
　
［
寸
法
］
縦
三
四
・
五
糎
、
横
二
六
・
三
糎

　
　
［
表
紙
］
厚
紙
（
改
装
後
）

　
　
［
外
題
］『
絵
草
紙　

或
な
よ
竹
又
く
れ
竹
』（
改
装
前
の
部
分
）

五
八
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［
内
題
］
な
し

　
　
［
料
紙
］
斐
紙

　
　
［
奥
書
］
右
絵
草
紙
或
な
よ
竹
又
く
れ
竹　

讃
岐
国
那
珂
郡
金
比
羅
宮
境
外
摂
社

白
峰
神
社
蔵
本
明
治
廿
一
年
五
月
修
史
局
編
修
長
重
野
安
繹
採
訪
明
季
一

月
影
写
了

　
　
［
書
写
年
代
］
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年

　
　
［
備
考
］
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
の
詞
書
の
み
を
忠
実
に
摸
写
。
絵
は
存
在
せ

ず
。
た
だ
し
、絵
が
描
か
れ
て
い
た
箇
所
に
は
「
此
ニ
画
ア
リ
」
と
記
す
。

ま
た
、本
文
中
の
平
仮
名
を
漢
字
に
直
す
等
の
書
入
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
。

　

本
文
冒
頭
部
分
の
前
に
「
函
ノ
裏
書
ニ　

絵
草
紙
な
よ
竹
く
れ
竹
と
も
云

　

後
深
草
院
御
奉
納　

右
筆
ハ
為
家
卿
画
工
ハ
藤
原
隆
能
□（
絵
か
。筆
者
注
。）

所
預
春
日
隆
能
土
佐
二
代
目
此
時
代
者
春
日
云
也
後
ニ
土
佐
ト
云
」
と
い

う
書
入
が
あ
る
。

⑥
曇
華
院
蔵
（
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
）『
な
よ
竹
物
語
』

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
七
・
二
糎
、
横
一
九
五
四
・
八
糎

　
　
［
表
紙
］
布
表
紙

　
　
［
外
題
］
な
し

　
　
［
内
題
］
な
し

　
　
［
紙
数
］
三
十
四
紙　
　
［
挿
絵
］
十
二
図　
　
［
料
紙
］
鳥
の
子
紙

　
　
［
奥
書
］
な
し

　
　
［
書
写
年
代
］
江
戸
前
期
の
写
か
。（
注
５
）

　
　
［
法
量
表
］（
内
容
は
参
考
ま
で
に
掲
載
す
る
が
、
そ
の
詳
細
な
検
討
は
別
項

に
譲
る
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

単
位
：
㎝

紙

法
量

内
容

十
七

６
０
・５

絵
三

表
紙
縦

３
７
・
２

十
八

５
８
・５

詞
三

表
紙
横

十
九

９
５
・５

絵
四

第
一
紙
目
縦

３
７
・
２

二
十

７
４
・
０

詞
四

一

６
０
・５

詞
ａ

二
十
一

４
５
・
２

絵
五

二

３
０
・
０

絵
Ａ

二
十
二

５
０
・
０

絵
五

三

１
６
・
０

絵
Ａ

二
十
三

１
６
・
０

絵
五

四

７
９
・５

絵
Ａ

二
十
四

９
２
・５

詞
五

五

９
０
・５

詞
ｂ

二
十
五

６
８
・
０

絵
六

六

４
１
・５

絵
Ｂ

二
十
六

２
７
・
０

絵
六

七

５
１
・５

絵
Ｂ

二
十
七

１
４
・５

絵
六

八

１
７
・
０

絵
Ｂ

二
十
八

９
０
・５

詞
六

九

８
８
・
０

詞
ｃ
・
一

二
十
九

５
８
・
０

絵
七

十

１
３
・
８

絵
一

三
十

７
５
・
８

詞
七

十
一

７
９
・５

絵
一

三
十
一

９
５
・５

絵
八

十
二

１
６
・
０

絵
一

三
十
二

８
１
・５

詞
八

十
三

６
２
・
０

絵
二

三
十
三

９
４
・５

絵
九

十
四

６
０
・５

詞
一

三
十
四

１
６
・
５

絵
九

十
五

６
２
・５

絵
Ｃ

三
十
五

１
６
・
０

軸
付

十
六

５
６
・
０

詞
二

計

１
９
５
４
・
８

⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
鳴
門
少
将
物
語
』

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
九
・
九
糎
、
横
一
七
九
九
・
〇
糎

五
九
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［
表
紙
］
布
表
紙

　
　
［
外
題
］
鳴
門
少
将
物
語

　
　
［
内
題
］
な
し

　
　
［
紙
数
］
一
一
二
紙
（
注
６
）　
［
挿
絵
］
十
二
図　
　

　
　
［
料
紙
］
斐
紙
を
鳥
の
子
紙
に
貼
る
。

　
　
［
奥
書
］
な
し

　
　
［
書
写
年
代
］
江
戸
期
の
写
か
。

　
　
［
備
考
］詞
書
を
記
し
た
料
紙
の
裏
に
数
字
を
付
し
た
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
。

数
字
と
詞
書
の
段
数
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
詞
書
の
順
番
を
示
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。

⑧
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
〔
な
よ
竹
物
語
絵
巻
〕

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
五
・
〇
糎
、
横
一
〇
一
三
・
三
糎

　
　
［
表
紙
］
布
表
紙

　
　
［
外
題
］
な
し

　
　
［
内
題
］
な
し

　
　
［
紙
数
］
三
十
九
紙　
　
［
挿
絵
］
十
二
図　
　
［
料
紙
］
楮
紙

　
　
［
奥
書
］
住
吉
内
記
廣
行
写
之

　
　
［
書
写
年
代
］
住
吉
廣
行
の
生
没
年
よ
り
、
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
か
ら
文

化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
間
の
写
か
。

　
　
［
備
考
］
絵
の
み
の
摸
写
。
詞
書
存
在
せ
ず
。

⑨
個
人
蔵
『
な
よ
竹
物
語
』

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸

　
　
［
寸
法
］
縦
三
九
・
三
糎
、
横
一
一
五
二
・
二
糎

　
　
［
表
紙
］
本
文
共
紙

　
　
［
外
題
］
な
よ
竹
物
語　
　
　

　
　
［
内
題
］
な
し

　
　
［
紙
数
］
四
十
八
紙　
　
［
挿
絵
］
十
二
図　
　
［
料
紙
］
斐
紙

　
　
［
奥
書
］
文
政
十
二
己
丑
歳
仲
春
写
之　

従
五
位
下
右
衛
門
権
大
尉
兼
出
雲

守
藤
原
寿
永
（「
寿
永
出
雲
」
の
印
あ
り
。）

　
　
［
書
写
年
代
］
文
政
十
二
（
一
八
二
九
）
年
の
写
。

　
　
［
備
考
］
絵
の
み
の
摸
写
。
詞
書
存
在
せ
ず
。
た
だ
し
、
詞
書
が
存
在
し
た

箇
所
に
は
「
詞
」
と
記
す
。
ま
た
、
料
紙
の
裏
に
絵
の
順
番
を
示
す
数
字

を
付
し
た
箇
所
が
七
箇
所
あ
る
。

⑩
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
那
與
竹
物
語
』

　
　
［
形
態
］
絵
巻
、
一
軸　

　
　
［
寸
法
］
縦
三
九
・
〇
糎
、
横
九
九
六
・
二
糎　
　

　
　
［
表
紙
］
本
文
共
紙

　
　
［
外
題
］
那
與
竹
物
語　

単　
　
　
　

　
　
［
内
題
］
な
し　

　
　
［
紙
数
］
三
十
七
紙　
　
［
挿
絵
］
十
二
図　
　
［
料
紙
］
斐
紙

　
　
［
奥
書
］
な
し

　
　
［
書
写
年
代
］
江
戸
後
期
の
写
か
。

　
　
［
備
考
］
絵
の
み
の
摸
写
。
詞
書
存
在
せ
ず
。

　
　
　
三
、
考
察

　

次
に
、
調
査
を
通
じ
て
気
付
い
た
点
を
項
目
別
に
考
察
す
る
。
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　（
一
）
⑥
曇
華
院
蔵
本
の
料
紙
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
を
料
紙
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
い
。

　

⑥
曇
華
院
蔵
本
は
詞
書
十
一
紙
、
絵
二
十
三
紙
の
全
三
十
四
紙
か
ら
成
る
。
詞

書
は
一
段
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
の
料
紙
に
書
か
れ
る
。
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
の
詞

書
が
複
数
の
料
紙
を
継
い
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
⑥
曇
華
院
蔵
本

は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
詞
書
に
基
づ
い
て
、
詞
書
を
書
写
し
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
。

　

絵
の
段
に
お
い
て
も
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
と
構
図
が
共
通
す
る
段
は
そ
れ
ぞ

れ
一
枚
の
料
紙
に
描
か
れ
る
（
注
７
）。
し
か
し
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
と
図
様
が
大

き
く
異
な
る
箇
所
で
は
料
紙
の
継
ぎ
目
が
増
え
る
の
で
あ
る
。
①
金
刀
比
羅
宮
蔵

本
に
は
存
在
せ
ず
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
の
み
が
有
す
る
よ
う
な
冒
頭
の
絵
二
段
も
一

枚
の
料
紙
に
描
か
れ
る
こ
と
は
な
い
（
注
８
）。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
加
須
屋
誠
氏
は
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
が
基
と
し
た
絵
巻
が
存

在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
制
作
者
が
、

基
と
し
た
絵
巻
の
料
紙
寸
法
に
合
わ
せ
て
料
紙
を
用
意
し
た
も
の
の
、
事
情
が

あ
っ
て
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
変
更
箇
所
の
み
料
紙
を
増
補
す
る
こ
と

で
対
応
し
た
。
そ
の
た
め
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
と
異
な
る
構
図
を
描
い
た
料
紙

で
継
ぎ
目
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
と
分
析
し
て
お
ら
れ
る
。

　

加
須
屋
氏
の
御
論
と
同
様
の
こ
と
は
冒
頭
部
分
詞
書
の
比
較
か
ら
も
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

　
　
　（
二
）
錯
簡
の
問
題

　

次
に
、
絵
の
錯
簡
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

錯
簡
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
段
は
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
で
は
最
後
に
付
さ
れ
た

「
妻
の
参
内
に
よ
り
夫
の
少
将
が
中
将
に
昇
進
、
随
身
と
参
内
す
る
様
子
」
の
段

で
あ
る
。
こ
の
段
は
後
嵯
峨
天
皇
の
参
賀
と
捉
え
ら
れ
、⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
・

⑨
個
人
蔵
本
で
、
冒
頭
部
分
の
後
嵯
峨
天
皇
即
位
の
故
事
に
続
く
絵
と
し
て
挿
入

さ
れ
て
い
る
。
⑩
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
も
、
現
在
は
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本

同
様
最
後
に
付
す
が
、料
紙
を
調
査
し
た
結
果
、錯
簡
が
生
じ
て
い
た
時
期
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
（
注
９
）。
な
お
、
③
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
で
は
「
最
勝
講

開
白
の
日
」
の
段
の
直
後
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
、
少
将
を
別
の
人
物

と
解
釈
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
錯
簡
で
あ
る
。
⑦
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
本
は
曇
華
院
蔵
本
系
統
に
属
す
る
た
め
、
冒
頭
部
分
に
後
嵯
峨
天
皇
即
位
時
の

故
事
を
有
す
る
が
、
詞
書
本
文
を
⑥
曇
華
院
蔵
本
と
は
異
な
る
箇
所
で
分
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
部
分
詞
書
の
内
容
を
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
が
後
嵯
峨
天
皇
即

位
前
と
即
位
後
の
記
事
を
明
確
に
分
け
ず
一
枚
の
料
紙
に
続
け
る
の
に
対
し
、
⑦

宮
内
庁
書
陵
部
本
は
即
位
前
と
即
位
後
を
厳
密
に
区
別
し
⑥
曇
華
院
蔵
本
と
は
異

な
る
詞
書
本
文
で
区
切
り
、
さ
ら
に
即
位
前
と
即
位
後
の
本
文
の
間
に
絵
を
挿
入

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、「
少
将
参
内
の
図
」
が
後
嵯
峨
天
皇
即
位
後
の
詞
書

の
直
後
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、⑦
宮
内
庁
書
陵
部
本
が
「
少
将
参
内
の
図
」

を
「
後
嵯
峨
天
皇
参
内
の
図
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
後
嵯
峨
天

皇
の
即
位
に
対
し
、
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
る
様
相
が
窺
え
る
。
そ
も
そ

も
、
曇
華
院
蔵
本
系
統
は
後
嵯
峨
天
皇
即
位
の
経
緯
を
重
要
視
す
る
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
（
注
10
）

が
、
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
本
は
特
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

他
の
錯
簡
の
問
題
に
関
し
て
は
、
⑧
桃
園
文
庫
蔵
本
や
⑩
東
北
大
学
附
属
図
書

館
蔵
本
で
他
本
と
は
異
な
る
絵
の
配
列
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら

も
詞
書
が
存
在
せ
ず
、
絵
の
み
の
摸
写
の
た
め
、
作
品
内
容
と
あ
わ
せ
て
享
受
で

き
る
環
境
に
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
料
紙
が
剥
が
れ
て

錯
簡
が
起
こ
り
や
す
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
や
⑨
個

人
蔵
本
が
、
料
紙
の
裏
に
数
字
を
付
す
こ
と
で
錯
簡
を
防
ご
う
と
し
て
い
た
と
こ
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ろ
か
ら
窺
え
る
。

　
　
　

　
　
　（
三
）
散
逸
諸
本
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
現
在
は
所
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
諸
本
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

ま
ず
、
金
刀
比
羅
蔵
本
系
統
か
ら
考
察
す
る
。
前
掲
の
②
東
京
国
立
博
物
館
蔵

本
奥
書
か
ら
、次
の
よ
う
な
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。寛
政
十
二（
一
八
〇
〇
）

年
三
月
に
法
橋
豊
泉
源
孝
之
が
白
峯
寺
蔵
本（
現
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
）を
摸
写
。

こ
の
源
孝
之
摸
写
本
を
写
し
た
本
（「
古
土
佐
筆
」）
が
松
平
越
中
守
の
所
持
本
と

な
る
。
さ
ら
に
、
松
平
越
中
守
所
持
摸
本
を
狩
野
養
信
が
摸
写
。
現
在
、
②
東
京

国
立
博
物
館
蔵
本
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
金
刀
比
羅
蔵
本

系
統
の
諸
本
は
②
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
以
外
に
、
源
孝
之
摸
写
本
と
松
平
越
中

守
所
持
摸
本
の
二
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
、
曇
華
院
蔵
本
系
統
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』

（
注
11
）

に
は
浮
田
一
蕙
摸
写
本
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
浮
田
一
蕙
摸
写
本
奥

書
か
ら
、
浮
田
一
蕙
摸
写
本
は
土
佐
光
起
摸
写
本
の
写
し
で
あ
る
こ
と
、
土
佐
光

起
摸
写
本
は
粟
田
口
法
眼
隆
光
筆
を
摸
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
注
12
）。

ま
た
、
黒
川
春
村
は
「
一
本
絵
巻
物
発
端
」（
注
13
）
と
し
て
曇
華
院
蔵
本
系
統
の
本

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
奥
書
に
は
、
詞
書
は
飛
鳥
井
雅
章
の
筆
、
絵
は
住
吉

如
慶
の
筆
に
よ
る
本
を
、
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
に
源
恒
之
が
写
し
た
と
い
う

記
事
が
あ
る
と
い
う
（
注
14
）。
以
上
よ
り
、
曇
華
院
蔵
本
系
統
に
は
、
粟
田
口
法
眼

隆
光
摸
本
、
土
佐
光
起
摸
写
本
、
浮
田
一
蕙
摸
写
本
、
飛
鳥
井
雅
章
と
住
吉
如
慶

に
よ
る
本
、
源
恒
之
摸
写
本
の
五
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

　
　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、『
な
よ
竹
物
語
』
絵
巻
の
諸
本
を
確
認
し
た
。
特
に
近
世
に
お
い
て
、

積
極
的
に
摸
写
さ
れ
て
い
く
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
本
作
品
の
享
受
史
を

改
め
て
問
い
直
し
、
今
後
、
⑥
曇
華
院
蔵
本
の
成
立
を
明
ら
か
に
す
る
際
の
一
助

と
し
た
い
。

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
調
査
を
お
許
し
下
さ
い
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
、
並
び

に
御
教
示
・
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
石
川
透
氏
・
加
須
屋
誠
氏
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
注
）

（
１
）『
な
よ
竹
物
語
』
の
諸
本
に
関
し
て
は
、平
林
文
雄
氏
の
先
行
の
御
研
究
（
平

林
文
雄『
な
よ
竹
物
語
研
究
並
に
総
索
引
』白
帝
社
、昭
和
四
九
年
）が
あ
る
。

（
２
）
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
は
未
見
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
の
絵
巻
17　

奈
与
竹

物
語
絵
巻
・
直
幹
申
文
絵
詞
』（
中
央
公
論
社
、昭
和
六
三
年
）を
参
照
し
た
。

（
３
）
②
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
は
未
見
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成
20　

な
よ
竹
物
語
絵
巻
・
直
幹
申
文
絵
詞
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
三
年
）
の

図
版
解
説
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
巻
末
奥
書
の
写
真
を
参
照
し
た
。
翻
刻
に

あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

（
４
）
③
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
調
査
に
と
ど
ま

り
、原
本
を
実
見
し
て
は
い
な
い
。［
寸
法
］
は
『
安
倍
晴
明
と
陰
陽
道
展
』

図
録
（
平
成
十
五
年
七
月
、
於
京
都
文
化
博
物
館
）
所
収
の
出
品
リ
ス
ト

に
拠
る
。
ま
た
、
そ
の
解
説
（
大
塚
浩
美
氏
担
当
）
で
は
、
文
字
は
版
本

に
よ
り
、
絵
は
谷
文
晁
に
学
ん
だ
江
戸
の
画
家
、
遠
阪
文
膺
（
一
七
八
三

〜
一
八
五
三
）
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
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（
５
）
石
川
透
氏
に
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
、
寛
永
（
一
六
二
四
〜

一
六
四
三
）
よ
り
少
し
後
で
、
元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
三
）
以
前
の

成
立
で
あ
ろ
う
と
の
御
教
示
を
賜
っ
た
。
曇
華
院
蔵
本
の
成
立
時
期
お
よ

び
伝
来
事
由
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

（
６
）
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
料
紙
法
量
は
、
最
長
が
二
七
・
〇
糎
、
最
短
が
一
・

〇
糎
で
あ
り
、
長
短
様
々
な
料
紙
が
混
在
し
て
い
る
。

（
７
）
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
と
⑥
曇
華
院
蔵
本
と
の
図
様
が
共
通
す
る
段
で
継
ぎ

目
が
多
い
の
は
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
第
一
段
に
該
当
す
る
蹴
鞠
の
場
面

の
み
で
あ
る
。
⑥
曇
華
院
蔵
本
で
は
こ
の
段
を
三
紙
に
分
け
て
描
く
が
、

中
心
場
面
に
継
ぎ
目
は
な
い
。
今
は
⑥
曇
華
院
蔵
本
成
立
問
題
に
大
き
く

関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
８
）
⑥
曇
華
院
蔵
本
に
は
幅
九
五
・
五
糎
の
料
紙
を
用
い
た
場
面
が
三
段
あ
る
た

め
、
長
い
料
紙
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
る
。

な
お
、
①
金
刀
比
羅
宮
蔵
本
が
有
し
な
い
「
蔵
人
が
仰
せ
を
賜
る
図
」
は

一
枚
の
料
紙
に
描
か
れ
る
が
、
こ
の
図
に
類
似
す
る
構
図
は
多
く
の
絵
巻

物
に
あ
り
、
絵
師
が
容
易
に
描
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
⑩
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
、
一
枚
の
料
紙
に
二
つ
の
場
面
を
連
続

し
て
描
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
手
法
を
用
い
る
の
に
反
し
て
、
本
図
の
み

は
一
枚
の
料
紙
に
傍
線
を
付
す
形
で
前
の
段
の
絵
に
続
け
て
い
る
。
⑩
東

北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
も
⑦
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
・
⑨
個
人
蔵
本
と
同

様
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
た
が
、
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
曇
華
院
蔵
本
系
統
の
冒
頭
部
分
に
関
す
る
分
析
は
、
成
立
問
題
と
合
わ
せ
、

別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
11
）『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』は
黒
川
眞
道
編
集『
黒
川
眞
頼
全
集
』（
国
書
刊
行
会
、

明
治
四
三
年
）
に
拠
る
。『
訂
正
増
補
考
古
画
譜
』
は
黒
川
春
村
原
稿
、
古

川
躬
行
纂
輯
、
黒
川
眞
頼
増
補
。

（
12
）
前
掲
注
（
11
）
本
文
に
「
四
郎
（
片
野
四
郎
。
筆
者
注
。）
曰
、
浮
田
一
蕙
の
摸

写
に
し
て
、
其
の
奥
書
左
の
ご
と
し
、（
略
）
余
土
佐
光
起
朝
臣
の
う
つ
し

た
り
け
る
絵
本
を
見
侍
る
に
（
略
）
光
起
朝
臣
の
う
つ
し
は
、
粟
田
口
法

眼
隆
光
の
筆
な
る
べ
し
」
と
あ
る
。

（
13
）
室
松
岩
雄
編
集
『
国
文
註
釈
全
書　

物
語
註
釈
十
二
種
附
神
楽
歌
催
馬
楽

註
釈
二
種
』（
國
學
院
大
学
出
版
部
、
明
治
四
三
年
）
所
収
本
文
に
拠
る
。

（
14
）
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
奥
書
云
、
本
云
、
な
る

と
中
将
一
巻
、
詞
書
飛
鳥
井
故
一
位
雅
章
真
筆
、
絵
住
吉
如
慶
筆
、
享
保

十
六
（
一
七
三
一
）
年
亥
霜
月
二
日
写
之
、
右
一
巻
享
和
元
（
一
八
〇
一
）

年
辛
酉
秋
七
月
四
日
書
写
了
、源
朝
臣
安
寛
、右
画
令
源
朝
臣
恒
之
摸
写
畢
」

（
西
暦
は
私
に
付
す
。）

六
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